
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,800 単位時間 330 単位時間 1,470 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

80 人 39 人 人 0 % 2 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年7月31日

222-0033

045-474-5911
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人岩崎学園 昭和26年3月8日 岩崎　文裕 神奈川県横浜市西区北幸1丁目2番7号
222-0004

045-311-5561

横浜デジタルアーツ専門学校 昭和63年9月30日 岩崎　文裕 神奈川県横浜市港北区新横浜3丁目22番地17

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化・教養専門課程 Webデザイン科 平成19(2007)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
本科は、デザイン業界において必要なWebデザイン・コーディングを教育課程の中心に置き、企業等と密接かつ組織的な連携体制を確保して、現在の実務に関する知識、
技術及び技能を教授し、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

HTML・CSS・JavaScript等フロントエンドコーディング、UI・UXデザイン、写真・映像表現をバランスよく学習し、幅広い分野で活躍できるWebクリエイターを育成する。
取得資格：Webクリエイター能力認定試験、ウェブデザイン技能検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和6年度卒業生）

19
■地元就職者数 (F) 4
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 95

21

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 21
■就職希望者数 (D)　　　　　： 20
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

Web業界：株式会社フォーク、株式会社ブランジスタソリューション、コアフレーム株式会社、など

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://yda.iwasaki.ac.jp/course/web-design/

90
■進学者数 1
■その他

その他：1名

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,800

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 270

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

270

うち必修授業時数 270

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 1

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

③

③

③

高栁 陽
株式会社Flying Ship Studio  取締役
（ゲーム科・CG科担当）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

菊池 匡文 横須賀商工会議所　専務理事
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
＜目的＞
本校の教育を施すにふさわしい授業科目の開設や授業方法の改善・工夫を行うなど、企業等の要請に応じた実践的かつ専
門的な職業教育が常に実施されることを目的に、横浜デジタルアーツ専門学校教務部に「教育課程編成委員会」を設置する。
なお、「教育課程編成委員会 設置・運営規程」により委員会運営を行う。
＜委員＞（規程の2・3・4・5）
①本校の教育課程を構成する3分野（ゲームCG系・デザイン系・音楽系）から委員を構成する。
②コンテンツ制作に関わるクリエイティブな職業に就く者を中心に、コンテンツ業界全体の動向や地域の産業振興に関する知
見を有する者等で構成する。
③委員長はグループ長が務める。
＜求める意見＞（規程の8）
就職先・活動先となる業界の動向（作品、マーケット、技術等）を基に今後予想される新しい知識・技術のうち、特に学修すべき
ものについて意見をもらう。また職業人として身につけておくべき常識・礼儀や、若者の早期離職防止のための助言なども含
む。
＜意見の活用＞（規程の10）
①すぐに対応できるもの、②予算措置や教員配置、③行政等届出時期により対応すべきもの等を総合的に判断し、委員会が
教育課程を作成する。
＜企業ヒアリング＞（規程の9）
企業の人材ニーズを把握するため、委員会にワーキンググループを設置する。就職採用に際し、作品力、コミュニケーション能
力、文章力、学力の優先順位の確認や作品力・人物評価のポイント（例えば作品の量の多寡、明るい・元気がある）を企業に
ヒアリングする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

「委員会等設置規程」に基づき、教務部内に「教育課程編成委員会」を置く。「教育課程編成委員会」は、「教育課程編成委員
会 設置・運営規程」に定める。
教務課会議にて現状報告をとりまとめ、委員会にて学科毎の方向性、設定科目の内容（教育の内容、教育の時間、教育の順
序、教育の量、全体のバランス、教育の方法、教育設備、評価の基準・方法、等）、およびキャリア教育（職業人としての考え
方・姿勢、就職活動、等）について検討を行い（規程の8）、教育課程の作成・とりまとめを行う（規程の10）。教務部全体会議に
て承認する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

阪上 和也
株式会社エヌ・デザイン　取締役・ディレクター
（ゲーム科・CG科担当）

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年4月1日現在

辻本 義雄
株式会社レアゾン・ホールディングス 上級執行役員（総合デザ
イン科・メディアクリエイティブ学科担当）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

吉田 剛
小松印刷グループ株式会社　企画部　部長　（総合デザイン
科・グラフィック科・Webデザイン科担当）

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

志村 優美
株式会社メドレー　（総合デザイン科・グラフィック科・Webデザイ
ン科担当）

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

長谷川 篤司
NPO法人ARCSHIP　代表
（ミュージック科担当）

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



－

－

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

指澤　祐二 教務チーム　教務SL
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

高原　誠 教務チーム　課長補佐
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

宮下　隆友己 教務チーム　上席専門官
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

AIの活用状況について、実務と教育現場での取り組み方が乖離しているのではないかという指摘を受け、以下取り組みを実
施。
①演習系科目の一部課題において、生成AIを活用することを条件としたものを設定。
②1年次「進級制作」および２年次「プロジェクト演習」における生成AI使用ルールの緩和。

藤原　光洋 教務チーム　課長補佐
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

木村　稔 教務チーム　上席専門官
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

山上 紀彦 グループ長
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

村田　恒 技監
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

髙内 一平 教務チーム　教務GL
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（10月、3月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年10月8日　15：00～17：00
第２回　令和7年3月24日　13：00～15：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



プロジェクト演習

科　目　概　要

TMCシステム株式会社

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
＜目的＞
企業等の要請に応じ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するため、特に演習・実習において、当該企業等との密
接な連携を通じ、より実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組む。
＜企業等の連携者＞
①コンテンツ制作（ゲーム・CG・アニメーション・グラフィックデザイン・プロダクトデザイン・イラストレーション・Web・音楽など）に
関わるクリエイティブな職業に就く者（企業従事者、フリーランスは問わない）、またはコンテンツ制作に関わる業界組織・団体
等に勤務・所属する者
②ヒット作品を生み出し、または作品の制作手法、あるいは制作用機器・ソフトを開発するなどコンテンツ制作業界の発展に寄
与した者
＜連携授業の区分＞
①規定時限数の半数以上を企業連携者が実施するもの。（Ａ）
②規定時限数の半数に満たない一部を企業連携者が実施するもの。科目の単元毎、あるいはまとめとして行われる学生作品
の発表会で企業連携者を招いての学生作品の講評会を含む。（Ｂ）
③企業等連携者が教育課程・教材の貸与・作成を行い、また指導方法・評価方法の助言を行い、担当教員が授業を行う。
（Ｃ）
＜成績評価＞
授業開始前に成績評価計画書（課題選定、完成度、出席点等の評価指標及び配点）を定め、成績評価を行う。
①（Ａ）区分は原則として企業連携者が成績評価を行い、担当教員が最終決定する。
②（Ｂ）区分は企業連携者に意見を求めたうえで担当教員が成績評価を行う。
③（Ｃ）区分は評価方法に従い、担当教員が行う。
＜実施場所＞
①本校　②企業等　③その他必要に応じて決定する

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

2年間の集大成として修得した知
識・技術を用いて、学生自身がテー
マ設定した作品制作に取り組む。
発表会などで外部企業人から評価
をもらい、制作力を高める。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

グラフィックデザインに関する授業科目の担当教員と企業・業界団体等で作品制作実績のある講師が授業開始前（前期3月及
び後期9月）にシラバス（演習内容、スケジュール等）、生徒の学修成果の達成度評価指標（成績評価計画書）について定める
（教育課程編成委員会）。演習期間中は、講師が授業を担当し、自身の仕事の話題を提供し職業意識の向上を図りながら、専
門性の高い技術指導を行う。演習終了時には、講師が生徒の学修成果について成績評価を行い、担当教員が単位認定を行
う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

カウンセリング研修 連携企業等： （株）ハートフルコミュニケーション研究所

令和7年5月12日 対象： 全学科教員

各業界のトップレベルの研究者たちが登壇し生成AIにおける最新の治験と経験を共有する。

Designship 2025 連携企業等： 一般社団法人デザインシップ

令和7年10月11日〜10月12日 対象： Webデザイン科教員

最前線のデザインを学び第一線のデザイナーと語り合う年に一度のデザインの祭典

生成AIカンファレンス2025 連携企業等： 生成AI Conf実行委員会

令和7年7月11日 対象： Webデザイン科教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

メンタルヘルスに関する学生指導の在り方 連携企業等：  （株）ハートフルコミュニケーション研究所

令和6年12月 対象：  全学科教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

各業界のトップレベルの研究者たちが登壇し生成AIにおける最新の治験と経験を共有する。

Designship 2024 連携企業等： 一般社団法人デザインシップ

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員の研修を通じて、最新の実務の知識・技術を教育内容・教育方法に反映した教育の実施、及び本校における勉学に必
要な学生生活環境の支援を担保する。特に企業等との連携した研修を行うことにより、企業の人材ニーズを汲み取り、学生の
就職先開拓につなげることを目的とする。
＜対象者＞
本校教職員
＜研修区分＞
【専攻分野における実務に関する研修等】①技術研修②業界・企業動向研修③企業見学研修
【指導力の修得・向上のための研修等】④指導研修⑤入学者動向研修⑥学生支援研修
【その他】⑦その他
＜主催者・講師＞
広く一般の参加者を募るタイプの集合研修のほか、本校向けにカスタマイズした研修として直接企業に講師派遣を依頼する。
後者の場合、特に本校学生への採用意欲が強く、過去に採用実績がある企業を第一条件として選定する。なお、授業時間の
関係上、教職員が参加できずに研修が滞るのを防止するため、教職員による相互研修も図っていく。
＜実施＞
研修はゲームCG系・デザイン系・音楽系の教員別・職員別に計画し、実施する。計画は年度初めに別に定める。実施未定あ
るいは開催日未定の研修については、候補として研修計画に予定し、確定次第、研修区分、研修期間等確認の上、実施す
る。（規定５）

生成AIカンファレンス2024 連携企業等： 生成AI Conf実行委員会

令和6年5月8日 対象： Webデザイン科教員

令和6年10月12日〜10月13日 対象： Webデザイン科教員

最前線のデザインを学び第一線のデザイナーと語り合う年に一度のデザインの祭典

②指導力の修得・向上のための研修等

不安や困難を抱える学生のメンタルヘルス等のケアのための指導方法についての研修

②指導力の修得・向上のための研修等

学生のメンタルヘルス等のケアのためのカウンセリング方法についての研修



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

教育理念等を明文化しているか。
教育理念等を教職員に対して周知徹底を図っているか。
教育理念等を公表しているか。
教育目的・目標、教育計画が文書化され、提示されているか。

（２）学校運営

理事会、運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されているか。
事業計画が定められているか。
予算・収支計画は有効かつ妥当であるか。
就業規則等はあるか。
教職員一覧表（採用年、資格、年齢、学歴等記載）はあるか。
業務分掌は適切か。
人事考課は制度化されているか。
出退勤が適切に管理されているか。
公印が管理されているか。
教職員の健康診断を実施しているか。
情報システム化等により業務の効率化が図られているか。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
平成19年の学校教育法及び同施行規則の改正により、①自己評価の実施・結果の公表に関する義務、及び②学校関係者評
価の実施・結果の公表に関する努力義務が課されたことに従い、専修学校の質保証・向上を目的に自己評価、学校関係者評
価を行う。
＜自己評価＞
①グループ長指示の下、教務チームリーダー、教務チーム教員、経営管理チーム職員全員が教育活動、その他学校運営の
状況について適切性や達成度の評価を定期的に行う。
②評価項目（自己評価表）は「専修学校における学校評価ガイドライン」に例示された項目を参考にしながら設定（必要に応じ
て今後改定も行う）。4段階評価。評価の際、学生アンケート、保護者アンケートを評価の参考資料とする。
③自己評価の結果は、自己評価表とともに、目標達成状況や改善方法などを記載した報告書にとりまとめ、公表する。

＜学校関係者評価＞
①学校関係者評価は、学校外の関係者が自己評価結果について、自己評価結果の客観性・透明性を高め、本校と密接に関
係する者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図ること等を目的として定期的に行う。
②学生の就職先企業、学校の専門分野に関係する行政・業界団体、入学者として接続する高等学校等を代表する者、および
卒業生らを中心にした学校関係者評価委員会を組織し、教務部に設置する（必要に応じて今後も人選を行う）。
③学校関係者評価結果は、報告書にとりまとめ、公表し、改善を行う。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動

育成人材像に向けた修業年限分のカリキュラムが文書化されているか。
カリキュラムは事前に学生に周知しているか。
関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作
成・見直し等が行われているか。
社会ニーズ・学生ニーズに即応できるカリキュラムとなっているか。
カリキュラム作成に高校生の現状を反映させているか。成績評価・単位認定
の基準は明確になっているか。
教員の採用について、専門性確保の観点から基準が設けられているか。
学生によるアンケート等による授業評価が定期的に行われているか。
教員による自己評価が定期的に行われているか。
評価結果による教員面接・指導が行われているか。
先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成のための
取組が行われているか。
インターンシップを実施しているか。
コミュニケーション能力の向上に向けた取組を行っているか。
学習成果の発表を行っているか。
教育活動に関する情報公開が適切になされているか。



（９）法令等の遵守

法令や専修学校設置基準を遵守しているか。
個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
自己点検・自己評価を定期的に実施し、問題点の改善につとめているか。
自己評価結果を公開しているか。
学校関係者による評価を実施し、問題点の改善につとめているか。
学校関係者による評価結果は公開されているか。

（１０）社会貢献・地域貢献

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。
学校の施設・設備を開放するなど、地域社会と連携しているか。
デザインやイラスト、音楽などのコンテンツ産業発展のために寄与するイベン
ト等を主催しているか。

（１１）国際交流 -

（６）教育環境

教室の数・広さ、実習室の数・広さは教育上の必要性に十分対応できるよう整
備されているか。
最新機能を備えた機器、実習室は整備されているか。
自宅学習を奨励するための設備を提供しているか。
教室以外に休憩スペースが適切に置かれているか。
食堂や運動施設など教育環境を補完する施設が整備されているか。
学生寮を保有しているか。
防災・防犯・非常時の対応策が文書化されているか。

（７）学生の受入れ募集

学生募集計画が定められているか。
学校案内等には育成人材像が明示されているか。
学校案内等には目指す資格・検定試験等が明示されているか。
学校案内等には学費・教材費が明示されているか。
学校案内等には入学者選抜方法が明示されているか。
入学に関する問合わせに適切に対応できる体制ができているか。
学校説明会において入学情報を提供できているか。
体験授業等で入学後の自分をイメージできるイベントを開催しているか。
入学辞退者の授業料返還が適切に処理されているか。
入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか。
入学（予定）者に対し学習、学生生活のためのオリエンテーションは行われて
いるか。

（８）財務

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。
予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
財務について会計監査が適正に行われているか。
財務情報公開されているか。

（４）学修成果

学生の就職に関する目標を設定したか。またその成果は十分か。
学生の就職に対する目標に対して教職員に共有されているか。
学生の就職活動に関する記録がなされているか。
過去の就職活動の記録を活かした指導を行っているか。
学生の就職結果に関して検証・報告を行ったか。
就職実績を外部に公表しているか。
資格・検定試験等の取得目標を設定したか。
退学率の目標を設定しているか。またその成果は十分か。
退学率の低減策が教職員に共有されているか。
退学結果について検証・報告を行ったか。
卒業生の社会的活躍や評価を把握しているか。

（５）学生支援

担任による面接・面談は定期的に行われているか。
メンタルヘルスについて相談できる専門家がいるか。
就職・進路について相談できる担当者がいるか。
就職活動について、いつでも対応できるシステムがあるか。
学生の面接・面談の記録があるか。
健康診断を定期的に行っているか。
犯罪・薬物・消費トラブル等の指導を行っているか。
災害発生時の指導を行っているか。
万が一の事故に備えて、保険加入しているか。
災害時の帰宅困難者への対応はしているか。
奨学金等の経済的支援があるか。
学費減免、学費分納制度があるか。
保護者への情報提供は行われているか。
同窓会はあるか。
卒業生へ学校情報を提供しているか。
クラブ活動を支援しているか。

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別

校長

企業

企業・卒業生

企業

企業

（３）学校関係者評価結果の活用状況
評価項目(５)学生支援に関して、学校関係者評価を受けて以下施策を実施。
①学校カウンセラーの受診を積極的に促す。
②メンタルヘルスに課題のある学生の保護者連携を強化。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

樋口一孝
神奈川県立神奈川総合産業高等学校
校長

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

菊池匡文 横須賀商工会議所　専務理事
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://yda.iwasaki.ac.jp/admissions/disclosure/
公表時期： 令和7年9月30日

株式会社髙陽印刷所　取締役
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

小峰正仁 株式会社ブルーム　代表取締役
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

上阪伸夫
株式会社フジパシフィックミュージック
クリエイティブＡ＆Ｒ本部　エグゼブティブプロデューサー

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

北川貴和子

（２）各学科等の教育
入学定員、入学方法、カリキュラム、学生作品、設備、目指す取得資格、
卒業後の進路

（３）教職員 教員担当学科、担任、特別講師

（４）キャリア教育・実践的職業教育 インターンシップ実績、コンテスト等入賞実績

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
＜提供する情報＞
学校教育法第43条及び私立学校法第47条に従い、公的な教育機関として公表が求められる情報、専修学校の質向上の観点
から公表が求められる情報、社会的評価の確立に資する教育情報を公表する。
＜公表項目＞
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に従い、次の項目についての情報を公表する。
①学校の概要、目標及び計画②各学科等の教育③教職員④キャリア教育・実践的職業教育⑤様々な教育活動・教育環境⑥
学生の生活支援⑦学生納付金・修学支援⑧学校の財務⑨学校評価
＜情報提供の方法＞
①ホームページへの掲載、②刊行物への掲載配布
とする。
＜刊行物＞
入学案内書、学生募集要項、就職実績一覧

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 人材養成の目標・特色 、校長名、所在地、連絡先、学校の沿革 

（８）学校の財務 財務状況

（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果

（１０）国際連携の状況 －

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、日常生活

（６）学生の生活支援 学生寮・提携寮

（７）学生納付金・修学支援 学費、奨学金、学費支援制度

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://yda.iwasaki.ac.jp/admissions/disclosure/
公表時期： 令和7年9月30日

（１１）その他 －

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
キャリアプ
ログラムⅠ

学生の卒業後の社会人として活動を支援す
る。現場のプロクリエイターを招いての特
別授業、インターンシップ等を行う。

1
通

30 ○ ○ △ ○ ○

2 ○ 特別活動Ⅰ
導入教育、前期発表会、学園祭、学科内選
考会、卒業研究発表会への参加（発表・見
学）。

1
通

60 ○ ○ ○ ○

3 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

社会人として就職・仕事をすることの意義
について考え、基礎知識としてマナーを学
ぶ。自己分析を行い、敬語の使い方、一般
常識、自己PR・履歴書の書き方を学ぶ。

1
通

90 ○ ○ ○ ○

4 ○

グ ラ フ ィ ッ
ク ア プ リ
ケ ー シ ョ ン
基礎

グ ラ フ ィ ッ ク ア プ リ ケ ー シ ョ ン
「Photoshop」「Illustrator」の基本オペ
レーションから、２つのソフトの連携方
法、作品制作の基礎となる部分を学ぶ。

1
前

90 ○ ○ ○ ○

5 ○
Webプログラ
ミングⅠ

サーバインストール型のCMS「Wordpress」
を用いてWebサイト制作する。CMSの基本知
識と制作手法を学習する。

1
後

45 ○ ○ ○ ○

6 ○
Webデザイン
Ⅰ

オーサリングソフトDreamweaverの基本オ
ペレーションを修得。ユーザビリティやア
クセシビリティなどのデザイン手法と、
Webサイト制作に必要な基礎知識を学習す
る。

1
通

90 ○ ○ ○ ○

7 ○
コ ー デ ィ ン
グⅠ

HTML4.01／ 5、 CSS2／ 3、 JavaScript等の
Webプログラミング言語を修得。基本マー
クアップ、アルゴリズム、条件分岐、Ajax
等を学習する。

1
通

135 ○ ○ ○ ○

8 ○
情 報 デ ザ イ
ンⅠ

主にサービスデザインの手法について理解
を深め、Webコンテンツで利用可能な、
ユーザー中心の考え方に則ったUI／UXの手
法を学ぶ。

1
通

90 ○ ○ ○ ○

9 ○
グ ル ー プ
ワーク演習

グループでのアイデアの発想法、収束法、
議論の進め方を学び、課題を通してコンセ
プトワークやプレゼンテーションなどを実
践する。

1
前

45 ○ ○ ○ ○

10 ○
グ ラ フ ィ ッ
ク基礎

デザインとは何かに始まり、サイン、ロ
ゴ、書体の基礎を学び、名刺デザイン、書
籍デザイン、写真の扱いについて課題を通
して学ぶ。

1
前

45 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程 Webデザイン科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



11 ○ Web検定対策
ウェブデザイン技能検定や情報検定などの
検定試験に特化した学習プログラムを実
施。目標資格の取得を目指す。

1
後

45 ○ ○ △ ○ ○

12 ○
メ デ ィ ア 演
習Ⅰ

様々なメディアの現状と特性を知り、テレ
ビ、ラジオ、インターネット、そしてクロ
スメディアの使い方、読み取り方を学ぶ。

1
後

45 ○ ○ ○ ○

13 ○ 進級制作

基礎科目、応用科目で修得した知識・技術
を用いて、学生自身がテーマ設定した作品
制作に取り組む。発表会などで外部企業人
から評価をもらい、制作力を高める。

1
後

90 ○ ○ ○ ○

14 ○
キ ャ リ ア プ
ログラムⅡ

社会人として活動を支援する。現場のプロ
クリエイターを招いての特別授業、イン
ターンシップ等を行う。

2
通

30 ○ ○ △ ○ ○

15 ○ 特別活動Ⅱ
導入教育、前期発表会、学園祭、学科内選
考会、卒業研究発表会への参加（発表・見
学）。

2
通

60 ○ ○ ○ ○

16 ○ 就職対策
卒業後に社会人としてどのように社会と関
わっていくかという「キャリアプラン」の
考え方と行動方法について学ぶ。

2
通

90 ○ ○ △ ○ ○

17 ○
メ デ ィ ア 演
習Ⅱ

紙面広告、Webサイト、ポートフォリオな
どを制作する際に必要な「写真」と「映
像」の関連知識と技術を学ぶ。

2
通

90 ○ ○ ○ ○

18 ○
Webプログラ
ミングⅡ

フレームワーク「React」を使用したコン
ポーネント開発と、UIコンポーネントライ
ブラリ「MATERIAL-UI」について学ぶ。

2
通

90 ○ ○ ○ ○

19 ○
Webデザイン
Ⅱ

レスポンシブウェブやパララックスアニ
メーションの技術と、WordPressを用いた
ブログサイトの制作手法について学ぶ。

2
通

90 ○ ○ ○ ○

20 ○
コ ー デ ィ ン
グⅡ

ApachによるWebサーバの構築、サーバスク
リプト言語であるPHPの学習を通じて、Web
アプリケーションの開発手法について学
ぶ。

2
通

90 ○ ○ ○ ○

21 ○
情 報 デ ザ イ
ンⅡ

UXをプロジェクトに活用するための手法を
学ぶ。PCだけでなくモバイルのための情報
アーキテクチャについて学習する。

2
通

90 ○ ○ ○ ○

22 ○
プ ロ ジ ェ ク
ト演習

2年間の集大成として修得した知識・技術
を用いて、学生自身がテーマ設定した作品
制作に取り組む。発表会などで外部企業人
から評価をもらい、制作力を高める。

2
通

270 ○ ○ ○ ○ ○

22

期
週

合計 科目 1800 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合に
ついては、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 本校所定の全教育課程を修了した者を卒業と認定する。
履修方法： 各学年の教育課程修了は、平素の成績、試験等による認定で行う。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


